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FY13 
実績 

FY14 
予想 差 異 増減率 

受 注 高 4,060 4,170 110 2.7% 

売 上 高 3,885 4,000 115 3.0％ 

営 業 利 益 259 280 21 8.1％ 

経 常 利 益 257 260 3 1.2％ 

当 期 純 利 益 123 未定 － － 

為 替 レ ー ト 1$= 
1€= 

100.67円 
135.24円 

100.00円 
135.00円 

-0.67円 
-0.24円 

▲0.1% 
▲0.2% 

（億円） 

1. FY14 経営状況 

＜FY14配当予想＞ 
中間 
６円 

期末 

未定 
年間 

未定 

＜FY14業績予想＞ 

当期純利益・期末配当予想については、 
希望退職関連の特別損失の計上額が 
現時点で合理的に見積れないため、 
当初の予想をそれぞれ 「未定」 に修正 

140 → 

６円 
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① FY14 業績・配当予想について 
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② 取り組むべき課題と対応方針 

1. FY14 経営状況 

１．成長戦略の加速 

２つの方針で対応 

２．収益性改善に向けた取り組みの強化 
1-1. ソリューション・サービス・ビジネスの 
    ビジネスモデル構築と拡大 
1-2. 注力業種向け製品ポートフォリオの拡充 
1-3. リソースの海外への投入(海外先行投資の継続) 

2-1. 国内のビジネスコスト削減 

2-2. コスト競争力の強化（特に国内生産コスト） 

2-3. グローバル全体最適実現による効率向上 

・市場構造の変化を上回るスピードで事業構造の変革が必要 
・為替効果を除いた実質成長が必要 

２つの課題 

・グローバル競争の激化 
・国内の市場構造の急激な変化 
・制御事業自体の構造変化 

目指す収益性の確保が厳しい状況 
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1. FY14 経営状況 

③ 収益性改善に向けた取り組みの強化 

持続的な成長を実現 

2-1. 国内のビジネスコスト削減 
 
2-2. コスト競争力の強化 
 
2-3. グローバル全体最適実現による効率向上 

■グローバルでの調達コスト削減への取り組み強化 
■エンジニアリングリソースのグローバルでの有効活用を拡大 

■国内主力工場の生産性向上への取り組み加速 
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■現在の機能や業務プロセスの見直し、構えの適正化 希望退職 



システムを完成させ 
本運転を開始する 
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更新 
廃棄 

プラントライフサイクル 

2. YOKOGAWAの制御事業 
－ソリューション・サービス・ビジネスについて－ 

① これまでのビジネスモデルとYOKOGAWAのソリューション・サービス・ビジネス 

【YOKOGAWAが提供する主なソリューション・サービス】 

新設向け 既設向け 
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事業 
計画 デザイン・建設 実運転 実運転 

実運転開始後の操業最適化を計装分野を中心とした
様々なソリューション・サービスにより実現する 

保守・メンテナンス 
年間保守契約 製品リプレース 

ハードウエアの修理・交換 

システムリプレース 
更新サイクル 

システム増改造 
機能拡張 

操業効率向上 
品質改善 

安全強化、省エネ実現 

【従来型サービス】 

【ソリューションビジネス】 

基本設計 

エンジニアリング 
総合テスト 

FEED 

詳細設計 

納入・立上 
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プラントライフサイクル 

② 国内市場・海外市場 フェーズとポジションの違い 
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更新 
廃棄 

事業 
計画 デザイン・建設 実運転 実運転 

2. YOKOGAWAの制御事業 
－ソリューション・サービス・ビジネスについて－ 

新設向け 既設向け 

【海外市場でのこれまでのビジネス】 
・「新設向け」フェーズの仕事を中心に拡大 
 → コンペチタとの競争は激しく、粗利も比較的厳しい 
・納入実績の増加に伴い、「既存向け」フェーズの仕事を増加させる 

得意業種 
石油・石油化学・ 
ガスなど限定的 

シェア 
伸ばせる余地大 

・ほとんどが「既設向け」フェーズの仕事 
 → 「新設向け」フェーズに比べ、競争は相対的に起こりにくく、 
    粗利は比較的高かった 
   今後は、この分野の国内市場規模は減少傾向 

【国内市場でのこれまでのビジネス】 得意業種 
幅広くカバー 

既に 
高いシェア 



経営管理 

生産管理 

生産現場 

基幹情報システム （ERP） 

操業管理・実行 （MES） 

制御システム・現場機器 

【製造業】 
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③ 垂直・水平展開 
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知見・ノウハウ 

2. YOKOGAWAの制御事業 
－ソリューション・サービス・ビジネスについて－ 

垂
直
展
開 

【非製造業】 水平展開 

指示 

生産プロセスを制御 

指示 

生産工程を管理 

報告 

どう作ったか 

報告 
何が作られたか 

生産計画・ロジスティクス 

企業を取り巻く環境は、複雑さを増しながら 
その変化のスピードを速めている 

各層内・層間の情報連携・統合による 
迅速、柔軟かつ効率的な事業活動への要求の高まり 
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④ YOKOGAWAの強み 

2. YOKOGAWAの制御事業 
－ソリューション・サービス・ビジネスについて－ 

経営管理 

生産管理 

生産現場 

情
報
連
携･

統
合 

各層の情報を効果的に連携・統合するポイント 
 → 「お客様の現場を知っているかどうか」 

Data 

Data 

Data 

指示 報告 

指示 報告 

どう作ったか 

何が作られたか 

お客様の現場最適化に貢献してきた経験・ノウハウの蓄積と、 
それを使いこなせる人財を抱えていることがYOKOGAWAの強み 

＜生産現場のデータは複雑＞ 
生産現場に精通していないと、 
効果的に連携・統合できない 

すべての元となるデータ 



本資料およびアナリスト説明会で提供する情報のうち 
業績見通し及び事業計画等に関するものは、当社が 
現時点で入手可能な情報と、合理的であると判断する 
一定の前提に基づいております。従って、実際の業績は、 
様々な要因により、これらの見通しとは大きく異なる 
結果となりうることをご承知おきください。 

ご注意 
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